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小
火
日
本
に
於
け
る
指
揮
平
野
の

(
(
～
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ー
ー
ー

人
文
地
蕊
敬
的
研
究
縦
軸

大
塩
地
現
鴎
骨
論
文
弘
(節

7
時
)
0

13

離

党
志
雄

激
慨
.q
河
の
形
態
蝉
的
研
究

地
班
察
評
論
九
怨

の
1
0
｡

14

柳

Z
嫡
男

地
名
如
考

粧
史
地
理

〓
ハ
街
の
1

口rれu
15

米
本
髄
七
著

地
誌
準
｡

′l

仰

帯
光
蟹
.
肱
川
平
野
の
村
措
紫
に
関
す
る
形
儲
単
的
邪
教

地
租

壌
評
論
大
谷

の
八
｡

(29)(32)(28)(25)
(30)

長
島
骨
伊
日
田
O

内
n一
斑

i
磐

郷
土
地
税
｡

三
探
勝
符
著

郷
土
地
排
の
粗
方
｡

桝
柄

諌
牌
串
良
離
粗

地
軸
教
材
桝
究
節
十
五
楯

毒
薦
北
東
部
に
於
け
る
新
期
火
山
の
観
察

船

越

素

一

=

TtTJ

1
.
は
し
が
き

二
､
地
形
槻
槻

三
､
火
州
i･5L
a
Eat蛇
を
な
す
地
封

四
､
新
和
火
山
の
視
察

五
､
火
山
吹
田
と
地
紋
巡
沸

六
､
紡

締

ー
､

は
し
が
き

姦
轡
の
北
端
金
瓜
石
盤
両
地
域
は
地
質
聾
上
又
錬
床

聾
上
.
種
々
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
す
る
地
群
で
あ
る
｡

基
礎
北
米
部
に
於
け
る
新
剤
火
山
の
観
察

火
山
撃
的
立
場
よ
-
す
る
も
安
山
岩
埠
tこ
封
す
る
問
題

も
未
だ
完
金
に
解
決
さ
れ
た
と
は
云
払
得
な

い
｡

一
般

に
本
地
域
安
山
岩
は
澱
早
火
山
地
形
を
塊
き
ず
'
所
謂

岩
質
と
看
放
れ
居
る
も
の
で
あ
る
が
'
仔
細
に
之
を
観

察
封
比
す
る
に
､
各
々
の
安
山
岩
塊
の
噴
出
時
湖
に
多

少
の
新
億
を
考

へ
ら
れ
'
其
廃
に
自
ら
地
形
上
に
於

て

こ
完

四

七



地

球

節
二
十

1
魯

も
首
肯
す
べ
き
軍
資
ru
え
存
在
す
る
｡

小出
に
述
べ
凡
と
す
る
も
の
は
金
瓜
石
錬
山
地
域
の
安

川
岩
塊
申
政
も
東
部
地
域
に
放
て
'
賂
南
北
に
鮎
在
す

る
輩
出
(
大
屯
火
山
粂
中
は
あ
る
輩
出
に
あ
ら
ず
)
安
山

岩
地
域
の
も
の
は
し
て
.
金
瓜
石
鍍
山
慣
城
中
の
本
山
｡

武
丹
妹

｡
義
隆
山
等
の
安
川
岩
よ
由
は
著
し
-
若

い
時

代
の
噴
出
在
る
罫
を
後
述
す
る
種

々
の
軍
資
に
よ
ら
骨

足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
所
謂
新
糊
火
山
と
し
て
の
健

件
を
具
備
せ
る
革
む
知
っ
た
の
で
あ
る
.
未
だ
本
研
究

7P
完
成
迄
に
は
前
途
洋
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
､
都
合

上
本
地
方
の
調
査
を
切
上
げ
た
る
故
に

山
先
二
年
間
に

於
け
る
観
察
の
概
要
払
纏
め
本
誌
上
を
借
少
額
衷
す
る

事
と
し
た
｡

本
地
方
は
錬
山
地
域
と
し
て
多
方
面
覇
者
の
踊
心
を

及
ぼ
す
彪
で
あ
る
が
､
私
の
今
回
の
研
究
は
鷹
用
方
面

の
罫
に
は
胸
れ
覆

い
で
唯
自
分
の
仕
事
の
飴
暇
の
飴
技

と
し
て
な
し
た
事
は
過
ぎ
を

5,
の
で
あ
っ
て
､
鋸
床
成

因
上
此
事
が
如
何
に
及
ぼ
す
か
は
末
だ
充
分
考

へ
て
居

ら
覆

い
が

一
部
の
館
床
成
因
に
対
し
で
は
幾
分
国
典
闘

飾
三
舵

三

〇

凹

八

係
は
あ
わ
は
し
な

い
か
と
も
瓜
は
れ
る
が
､
共
は
本
文

の
目
的
と
す
る
鷹
で
老

い
か
ら
後
日
の
機
骨
に
譲
-
た

い
0

こ
､
地
形
概
観

轟
轡
北
部
に
放
け
る
第
三
紀
層
地
昔
は

一
般
は
特
異

な
る
地
貌
数
量
す
る
所
謂
豚
背
構
造
の
地
形
を
な
す
事

は
著
し
い
7P
の
で
あ
っ
て
､
本
地
方
に
で
も

一
般
第
三

紀
層
は
此
地
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
唯
虞
々
火
山
岩

存
在
に
櫨
っ
て
社
々
其
地
形
特
長
を
見
逃
し
易

い
の
で

あ
る
が
少
し
く
注
意
す
れ
ば
p
基
は
鰭
然
と
観
察
n
れ

得
る
の
で
あ
る
｡
特
に
革
山
火
丘
附
進
の
基
盤
地
形
は

其
紹
常
夜
る
も
の
で
あ
っ
て
'
火
丘
南
光
方
よ
カ
の
眺

望
は

一
大
模
型
を
見
る
如
-
ほ
て
.
基
盤
を
な
す
第
三

紀
層
は
砂
岩

｡
頁
岩
の
互
暦
を
夜
し
約
五
十
度
葦
の
傾

斜
を
東
商
方
に
向
け
地
層
の
観
戦
は
よ
-
階
段
状
に
侵

蝕
さ
れ
'
両
も
斯
る
地
肢
上
に
突
九
と
し
て
鐘
状
の
火

丘
が
座
し
て
ゐ
る
の
状
を
観
察

n
れ
る
の
で
あ
る
｡

同
様
の
地
形
は
前
者
の
南
の
中
英
火
丘
は
於
で
も
親

ら
克
.
著
し
之
を
東
海
岸
近
-
ほ
で
遠
望
す
れ
ば
､
中



腹
以
下
の
水
成
岩
の
ケ
ス
タ
地
形
は
特
有
な
御
薗
状
地

盤
上
は
鍋
&
.頻
倒
せ
る
如
き
を
観
る
事
が
揖
氷
る
の
で

あ
る
○

胎
此
南
方
今

l
つ
の
最
も
不
明
瞭
夜
火
山
地
貌
を
観

る
轟
が
出
凍
る
の
で
あ
っ
て
､
都
合
三
伯
の
ト
ロ
イ
デ

火
丘
は
最
も
完
全
を
地
形
と
し
て
観
察
さ
れ
得
る
｡
証

●

明
の
便
宜
上
革
山
火
丘
を
A

火
丘
､
前
記
中
央
火
丘
を

◎B
火
丘
と
し
其
南
方
の
も

の
は
地
名
上
は
鵜
母
嶺
で
あ

●

る
が
之
を
C

火
丘
と
し
て
記
述
す
る
事
と
す
る
｡

本
地
域
火
丘
列
の
西
側
に
は
前
記
草
山
の
A
火
丘
と

西
側
金
瓜
石
の
粗
石
山
と
の
間
の

.I
っ
の
鞍
部
を
中
心

に
'
北

へ
は
略
三
十
度
東
の
方
向
に
'
西
に
牛
平
山
の

急
斜
面
と
並
行
し
て
ナ

ヤ
リ
演
あ
わ
'
亦
南
方

へ
は
同

チ
TFFス
ン

鞍
部
を
源
頭
と
し
て

石

節

･

大
草
林
を
鮭
で
双
演
に
落

合
以
本
流
双
演
と
合
し
略
々
東
流
し
て
換
底
海
岸
に
注

い
で
ゐ
る
｡
前
記
ナ

マ
-
湊
は
地
層
走
向
は
沿
以
西
側

の
車
中
山
砂
岩
の
鵡
化
岩
層
を
威
し
て
捉

い
峡
谷
を
作

し
て
ゐ
る
が
､
後
者
は
上
流
部

1
部
は
地
層
走
向
に
沿

へ
る
縦
谷
を
な
す
も
中
流
よ
-
は
漸
次
地
膚
走
向
に
並

姦
弼
北
淡
部
に
於
け
る
新
期
火
山
の
勅
妓

行
せ
ず
横
谷
状
を
な
す
等
種
々
の
塵
動
を
見
ら
れ
地
質

的
ほ
観
る
も
該
換
谷
は
t

f
つ
の
北
東
南
西
性
断
層
線

に
並
行
せ
る
事
を
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

東
部
及
北
部
の
海
岸
地
方
を
瞥
見
す
る
に
'
河
谷
の

侵
蝕
状
態
は

7
般
北
部
は
壮
年
的
な
る
も
東
南
部
は
蚊

仔
坑
･換
底
･
三
叉
港
附
近
は
極
め
て
幼
年
的
地
形
を
量

し
て
ゐ
る
｡
唯
南
方
に
於
で
､
三
叉
港

･
換
底
を
結
ぶ

線
以
南
外
換
底
間
の
火
炎

山の
み
は
著
し

い
相
違
を
覆

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
之
等
山
地
地
形
の
相
違
と
関
連

し
て
､
海
岸
地
域
に
於
け
る
源
蝕
段
丘
の
磯
蓮
状
態
に

も
興
味
あ
る
革
賓
を
見
る
事
が
出
凍
る
｡

ホ
ィ
ヤ
ムサ
ン

火

炎

山

の
北
側
斜
面
は
略
来
酉
性
渓
谷
に
ょ
つ
て
北

部

の
幼
年
状
地
形
の
雀
斜
面
と
接
し
て
ゐ
る
が
､
両
も

ホ
イ
ヤ
ムサ
ン

火

炎

山

の
北
側
斜
面
に
於
で
約
富
来
の
河
段
丘
を
教
壇

せ
し
め
之
は
又
直
ち
に
海
岸
段
丘
と
連
縛
を
覆
し
火
炎

山
下
を
寓
は
巡
-
漸
次
其
高
皮
を
低
め
つ
～
五
十
米
程

度
の
段
丘
と
在
る
｡
此
五
十
米
段
丘
に
鍵
移
せ
る
彪
略

二
段
の
段
丘
と
し
て
観
察
さ
れ
た
.

一
方
火
炎
山
の
北

方
山
地
は
附
隠
せ
る
海
岸
段
丘
は
､

1
敗
に
約
五
十
光

三
一

四
九



地

球

節
二
十

一
懸

軍
皮
の
も
の
在
る
が
漸
次
北
進
し
て
鼻
頭
角
附
近
ほ
到

(也)

ヵ
て
亦
前
記
火
炎
山
同
様
の

.
百

米

段
丘
の
存
在
せ
る
事

h
l誕
め
ら
れ
る
｡
此
等
有
期
段
丘
下
に
於
三

一十
米
乃

(七)

至
○
米
は
到
る
二
乃
至
三
段
の
低
位
段
丘
の
存
在
は
毒

節
三
雛

二三

五
〇

轡
の
金
海
岸
は
其
の
分
布
を
私
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
､
之
等
低
位
段
丘
に
於
で
も
前
者
と
略
同
様
の
傾
向

を
有
L
t
火
炎
山
の
渓
谷
以
北
蚊
付
洗
附
近
ほ
至
る
海

岸
ほ
て
は
低
位
段
丘
の
沿
岸
岩
礁
の
露
用
を
諦
め
ら
れ

ず
.
か
或
は
僅
か
は
其
痕
跡
を
現
す
裾
皮
な
る
が
､
漸

次
北
進
と
弗
に
其
露
出
計
観
ら
れ
る
事
は
前
者
の
傾
向

と

:L
敦
す
べ
q
J現
象
に
し
て
'
明
か
に
最
近
に
放
け
隆

起
運
動
が
南

方
傾
動
の
運
動
を
在
し
っ
ゝ
あ
る
轟
を
察

し
得
る
の
で
あ
る
｡

小出
に
於
で
山
地
地
形
の
北
部
と
南
部
は
於
で
壮
年
性

と
幼
年
性
を
現
は
せ
る
甜
由
の

7
部
は
鮮
明
n
れ
た
る

も
の
ほ
て
'
該
地
域
が

一
般
は
最
近

(
少
け
夜
-
も
育

期
海
岸
段
丘
時
代
よ
-
)
晴
間

一
夜
傾
動
運
動
な
行
以

つ
J
あ
る
革
む
推
察
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
0

ニ
｢

火
山
の
地
盤
を
な
す
地
質

(こ
(こ)

本
他
方
は
六
十
寓
分
ノ
重

畳
轡
地
質
菊
鹿
周
瞳
に
は

新
期
第
三
紀
層
と
し
て
塗
色
n
れ
､
所
謂
北
部
第
三
系

と
し
て
南
部
筋
二
嘉

に
比
し
著
し
い
嘩
源
性
堆
積
暦
は

し
て
.
岩
相
は
粗
粒
質
砂
岩
と
砂
質
頁
岩
及
頁
岩
と
貫



岩
貿
砂
岩
の
五
箇
に
し
て
叉
石
衣
岩
及
凝
次
岩
の
少
許

を
爽
麗
し
､
之
等
砂
岩
貫
岩
の
成
部
分
に
は
石
炭
を
爽

有
し
現
在
稼
行
し
っ
～
あ
る
の
で
あ
っ
て
p
前
記
園
帽

簡
明
輩
に
は
双
瑛
茨
系
と
さ
れ
た
る
地
域
の

一
部
で
あ

る
○

(‖
)

金
瓜
石
搬
出
骨
就
所
減
の
六
千
分
之

1
地
質
圏
の
杖

状
断
市
岡
(飯
塚
賓

｡
伊
賀
晒
基
助
調
査
作
製
)
に
依
れ

ば
本
地
方
に
分
布
せ
る
第
三
紀
層
の
金
厚
は
約
五
千
六

官
尺
稀
で
あ
-
､
上
中
部
は

一
般
に
砂
岩
多
-
番
逢
し

蝕
も
上
部
程
粗
粒
砂
岩
の
傾
向
を
有
し
時
々
頁
岩
を
爽

み
.
上
部
に
二
枚
の
炭
層
と
中
部
の
下
部
に
的
大
小
四

枚
の
石
炭
暦
を
記
入
し
て
あ
る
｡
下
部
は

一
般
に
貫
岩

或
は
砂
貿
頁
岩
の
磯
達
を
見
る
の
で
あ
る
｡

本
地
域
に
於
け
る
第
三
紀
層
は
前
記
柱
状
園
中
の
上

部
及
中
部
の
大
部
分
と
で
あ
ら
､
厚

い
砂
岩
及
砂
贋
頁

(九
)

岩
の
累

静
聴
蓮
す
る
｡
該
静
中
に
は
ペ
ク
チ
ン
･
据
膳

(A
)

樋
｡

有

孔

虫
に
は
オ
バ
ク
-
ナ
糎
の
蔑
種
粗
を
度
し
､

其
他
不
安
金
在
る
植
物
化
ポ
計
も
見
る
事
が
出
凍
る
の

(こ
(二
)(lil)(Ei)(九
)

で
あ

タ

1

殻

は

中

新

期

以
後
鮮
新
制
と
ru
れ
て
ゐ
る
73'

轟
脚
北
光
部
に
於
け
る
新
賊
火
山
の
糎
炎

の
で
あ
る
0

詮
明
の
都
合
上
北
づ
野
外
に
放
け
る
地
層
走
向
傾
斜

の
概
観
を
記
述
す
る
｡
1
故
に
地
層
走
向
は
北
東
｡南
西

を
覆
す
79
の
で
あ
っ
て
､
A
火
丘
周
囲
で
は
南
西
部
は

政
も
複
雛
を
構
造
堅

不
す
が
其
他
は

一
般
に
北
三
十
度

来
内
外
の
走
向
で
あ
っ

て'
火
丘
の
北
東
略
中
央
よ
み

北
束
に
引

い
た
線
を
境

とし
て
東
側
の
地
暦
は
西
北
に

五
十
度
前
后
の
傾
斜
を
,な
し
西
側
地
暦
は
東
南

へ
五
十

度
前
后
を
傾
斜
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て
前
者
の

地
層
は
南
商
酉
の
方
向
に
延
び
て
A

｡B
火
丘
の
間
を

通
わ
走
向
は
漸
次
南
北
に
近
-
な

か
傾
斜
は
酉
傾
斜
を

保
ち
つ
ゝ
石
夢
峠
の
南
方
石
罫
針
附
鑑
に
到
-

､
突
飴

其
地
暦
走
向
は
断
絶
し
て
略々

尭
両
性
走
向
と
を
-
､

傾
斜
は
南
傾
斜
を
覆
し
南
方
双
浜
々
谷
監
絡
ち
て
ゐ
る

の
で
あ
る
｡
南
方
火
炎
山
よ
ら
頂
双
演
は
到
る
低
地
に

は
'
北
七
十
度
乃
至
八
十
度
東
の
走
向
を
保
ち
'
傾
斜

は
南
十
114
度
内
外
で
あ
る
｡
換
庶
よ
少
壮

へ
海
岸
蚊
仔

坑
と
北
勢
坑
の
中
頃
に

一
つ
の
背
斜

を
覆
し
て
ゐ
る
｡

一
般
に
各
火
丘
に
近
接
せ
る
地
域
と
酉
方
粗
石
山
及
武

三
.

三

五

.i.



地

球

節
二
十

1
番

丹
現
地
塊
は
接
す
る
附
近
に
放
て
は
特
は
傾
斜
急
で
あ

る
事
は
地
質

構

造

研
究
上
最
も
興
味
あ
る
革
項
で
あ

る
｡
A
火
丘
南
西
麓
の
草
山
坑

(
金
瓜
石
蟹
筒
中
の
簡

節
三
択

三

四

五
二

前

后

は
於

け

る
地

殻

動

乱

の

状

を

恩

は

し

め

る

も

の

で

あ

る
｡

此

附

鑑
は

於

け

る

五

寓

分

ノ

一
地

形

岡

の
無

い

革
は
遺

憾

で

あ
わ

其

為

之

等

前

項

の

種

々
在

る

革

質

の

第 二 圃

A火111丘附近地質軌間

鎗
明

上

不

便

で

あ

る

が

､

此

虞

に

掲

げ

る

地
質

園

は

地

形

抜

き

の

も

の

を

参

考

と

し

て
載

せ

る

事

と

す

る

｡

を

し

て

其

地

層

走

向
線

を

記

入

し

て

見

た

｡

之

に

ょ

る

と

最

も
目
立

っ

て

乗

付

-

事

は

､

軍

山

五

坑

附

近
よ
-
北

方

は

引

-

1
つ

の

断

層

線

と

之

に
珊
並
行

し

て

北

方

は

粗

石

山

損

を

横

断

せ
る
も
の
と

'

滑

一
つ

は

之

等

の
兼

側

は

於
て
A
火
丘
頂
上
は

向

つ
.て

走

る

断

暦

と

が
見
ら
れ
る
｡
之
等
を
偶
に

酉

よ

-

粗

石

山
断
層
中
央
を
革
山
断
層
と
し
､
東

側

の

も
の
を
武
丹
坊
演
断
層

(南
方
武
丹
坑
に

延
長
せ
る
も
の
を
～,a
)
と
命
名
す
｡

此
中
華
山
断
層
は
北
々
西
の
方
向
を
取

琉
)
附
近
は
前
記

l
舷
の
例
外
と
し
て
最
も
複
灘
且
特

種
夜
地
質
構
造
を
示
す
の
で
あ
っ
て
､
A
火
丘
噴
出
期

-
で
中
卒
山
園
側
は
延
び
獅
仔
岩
の
東
側
を
過
ぎ
､
鵜

銅
坑
の
東
谷
と
を
-
ナ
マ
-
海
岸
に
蓮
す
る
も
の
と
考



へ
ら
れ
る
断
簡
線
で
あ
る
が
､
該
断
簡
の
性
状
を
委
し

-
観
察
す
る
ほ
､
南
端
近
-
翠
川
五
銑
々
内
ほ
て
は
西

側
落
ち
の
正
断
簡
を
な
す
も
､
粗
石
山
尭
斜
面
は
出
で

て
突
然
逆
断
層
を
な
し
.
閣
側
の
粗
石
山
塊
は
押
上
げ

ら
れ
､
そ
れ
よ
カ
亦
粗
石
山

･
牛
平
山
の
峠
を
過
ぎ
て

よ
か
正
断
層
は
復
蹄
せ
る
如
-
で
あ
る
｡
此
機
構
に
就

い
て
は
後
述
す
る
｡

粗
石
山
断
層
は
南
北
北
ハ長
大
な
る
延
長
を
見
ず

'i
小

局
部
の
も
の
で
あ
る
.

7
万
武
丹
坑
演
断
層
は
前
述
の

如
-
南
西
方
式
丹
杭
に
到
る
も
の
に
て
p
北
方
は
A
火

丘
下
を
過
ぎ
北
勢
坑
演
の
谷
に
沿
S
北

束

海

岸
に
到

る
｡
北
勢
坑
海
岸
附
近
ほ
於
で
岩
礁
中
二
個
所
ほ
て
判

然
た
る
断
簡
を
磯
風
し
た
｡
何
れ
も
北
七
十
五
度
束
の

走
向
の
断
層
に
で
､
海
脆
化
石
含
有
暦
が
二
光
乃
育
三

水
飴
の
押
上

-
を
静
め
ら
れ
る
79
の
で
あ
る
｡
之
等
幾

つ
か
の
小
断
簡
の
存
在
は
前
記
武
丹
坑
浜
断
層
線
が
海

岸
地
域
に
も
延
長
せ
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
｡

前

記

三

断
層
に
よ
-,轟

さ
れ
て
革
山
断
層
以
西
は

(≡)(凹
)

上
部
暦
革
山
断
層
と
武
丹
坊
摸
断
層
の
以
西
三
角
形
地

姦
聯
北
北
部
に
於
け
る
新
期
火
山
の
粕
察

(
≡
)
(
E
:)
(
九
)

塊
は
中
部
圏
の
所

謂

亀

鏑

厨

ほ
し
で
､
武
丹
坑
演
以
東

は
上
部
静
露
出
を
覆
す
｡
而
し
て
鞄
魂
暦
の

一
部
に
は

閃
紘
岩
質
の
餅
般
状
鍵
入
岩
脈
あ
･Q
(
草
山
五
坑
内
)
粗

石
山
の
上
部
層
中
に
も
同
岩
脈
の
小
夜
る
を
見
る
｡
今

草
山
五
坑
内
の
同
岩
脈
を
見
る
に
石
基
は
徹
晶
質
に
し

て
'
青
緑
色
を
暑
し
白
色
斜
長
石
?
の
斑
晶
多
数
認
め

ら
れ
.

一
般
金
瓜
石
の
安
山
岩
と
は
著
し

い
相
違
で
あ

わ
､
彼
の
頂
双
演
平
林
の
水
銀
鋸
床
の
母
岩
を
な
す
玄

武
岩
脈
に
酷
似
す
る
も
の
で
あ
る
.
其
分
析
な
行
以
た

る
結
果
堅

不
せ
ば

(
本
検
定
申
未
だ
加
里
と
管
達
を
検

出
せ
ず
)
術
之
と
強
似
の
岩
脈
を
北
勢
坑
に
到
る
途
中

の
演
底
に
敬
見
其
の
岩
石
成
分
を
も
検
定
比
験
し
た
.

(
金
瓜
石
銀
山
分
析
僻
分
析
)

成

分

鞍
山
五
坑

S
iO
u

四
七
･
四
五
%

A
t
jO.3

一
三
･九
〇

F

eO
F

e20?,

C
a

O
M

gO

七
｡七
〇

〇
ヱ
l〇

九
･
二
九

〇
｡六
三

三
現

五
一二

北

妙

法

五
九
｡四
五
%

一
五
二

五

四
･九
三

〇
･
二
七

九
｡三
六

二
二

七



地

球

節

二
十

一
冬

期
-
の
如
-
著
し
-
魔
基
性
岩
に
し
て
他
の
安
山
岩

頻
と
は
金
鉄
…其
牲
質
を
異
に
せ
る
如
-
観
察
ru
れ
る
｡

然
も
其
地
質
的
赴
八
の
位
置
及
他
の
安
山
岩
中
に
該
岩

石
片
を
間
々
捕
獲
匂
嘉
せ
る
革
等
ほ
嫉

っ
て
､
本
岩
脈

が
安
山
岩
頻
の
前
期
噴
出
在
る
事
を
首
肯
ruれ
縛
る
の

で
あ
る
｡四

､
新
期
火
山
の
観
察

常
山
の
A
火
丘
を
西
方
よ
-
望
む
と
閣
錐
型
の
下
底

近
-
ほ
第
三
紀
層
と
の
間
に

一
つ
の
階
段
状
地
形
を
認

め
る
事
が
出
凍
る
｡
之
は
上
部
の
同
館
型
を
夜
す
火
山

岩
と
は
大
同
小
異
で
は
あ
る
が
､
寧
ろ
金
瓜
石
本
山
や

武
丹
坑
及
義
隆
山
の
安
山
岩
に
似
た
者
よ
少
な
-1
.
大

(1[J)

な
る
韻
雲
母

･
角
閃
石
等
の
斑
晶
と
石
其
は
多
-

α
石

英
で
あ
る
(本
山
安
山
岩
中
に

α
石
英
の
斑
晶
あ
-

)
0

我
は
此
を
A
火
丘
の
基
底
熔
岩
と
考

へ
て
ゐ
る
｡
各
地

は
放
け
る
野
外
の
観
察
に
よ
れ
ば

一
般
に
本
岩
石
は
著

し

い
統
帥
を
量
し
(他
の
安
山
岩
申
ほ
は
之
な
し
)
､
又

火
山
弾
片
を
混
じ
､
又
時
に
は
火
山
灰
質
種
層
片
の
層

を
7?
来
ひ
却
79
あ
る
｡

一
般
に
黍
菊
中
ほ
で
風
化
崩
壊

飾

三

紙

三
六

五
四

し
易
-
名
は
石
基
中
の

α
石
英
の
分
断
し
て
路
傍
に
散

在
せ
る
の
む
採
取
し
縛
る
｡
此
基
底
熔
岩
の
岩
暦
層
群

を
測
定
し
た
る
に
､
西
側
ナ
マ
-
路
上
流
の
露
出
地
粘

ほ
て
は
､
下
部
ほ
て
走
向
は
北
二
十
度
酉
､
傾
斜
は
七

十
二
度
西
南
に
し
て
､
其
上
は
不
整
合
は
乗
れ
る
熔
岩

暦
は
､
牝
六
十
度
酉
の
走
向
､
約
六
十

二
鹿
北
束
の
傾

斜
堅

ホ
し
､
又
北
兼
側
に
放
け
る
鰐
川
再
往
で
の
走
向

及
傾
斜
は
牝
七
十
度
兼
及
四
十
度
南
と
米
穀
こ不
し
て
ゐ

ね
｡
之
等
の
事
賓
は
A
火
丘
下
底
全
般
の
推
論
に
は
荷

不
充
分
で
は
あ
る
が
'
多
少
の
手
懸
-
と
在
る
べ
き
も

の
と
瓜
考

ruれ
る
も
の
で
あ
っ
て
､
該
基
底
熔
岩
噴
出

後
に
於
て

一
二
回
の
地
轍
の
婁
位
が
行
は
れ
夜
番
を
推

論
し
縛
る
ほ
足
る
も
の
と
恩
は
れ
る
も
の
ほ
て
､
猟
其

上
本
地
域
の
試
錐
作
業
の
結
果
を
吟
味
す
れ
ば
共
は

一

層
確
か
ら
し
-
在

る
も
の
で
あ
る
｡
挿
圏
に
見
る
如

-
､
.粗
看
山
薬
の
第
六
十
九
鋭

｡
節
七
十
鶴
及
第
七
十

三
放
試
錐
と
其
対
岸
の
A
火
丘
南
濃
の
第
七
十
五
魂
及

第
七
十
八
雄
武
錐
結
果
の
封
比
は
興
味
あ
る
も
の
で
あ

る
｡
因
み
に
試
錐
磯
は
ロ
ッ
ド
が
1
-
ン
グ
で
あ
っ
て
7



ク
ラ
ウ
ン
は
金
剛
石
式
の
も
の
で
あ
ら
地
下
地
質
の
推

定
は
採
取
す
る
岩
心
に
よ
-
行
ふ
も
の
で
あ
る
O

今
第
七
十
五
駄
試
錐
と
第
七
十
三
能
の
も
の
に
就

い

y
少

し
く
訟
明
す
る
｡

(他
は
間
に
ょ
っ
て
見
ら
れ
た

し
)

革
E
A
火
丘
宙
麓
は
放
け
る
試
錐
の
位
置

第
七
十
玉
髄
試
錐
は
塾
長
五
官
尺
飴
を
掘
晃
し
た
が

其
下
部
二
宵
七
十
尺
飴
は
第
三
紀
水
成
岩
の
砂
岩
及
砂

質
貢
岩
の
互
潜
で
あ
っ
て
七
本
地
域
中
の
中
部
圏
で
あ

銭
関
北
恥
部
に
於
け
る
新
制
火
山
の
籾
擦

る
が
之
以
上
は
､
朗
謂
基
底
熔
岩
で
あ
る
｡
基
雅
の
砂

岩
に
接
す
る
十
尺
飴
は
凝
次
岩
で
あ
-
､
其
上
二
十
尺

は
於
で
砂
岩
を
掘
進
し
､
滑
上
部
は
亦
約
四
十
八
飴
-

ほ
下
部
近
友
岩
よ
り
漸
次
集
塊
岩
に
鼻
化
す
る
｡
其

上

部
の
五
十
八
は
安
山
岩
熔
岩
で
あ
ら
又
上
部
の
五
十
八

は
耗
衣
岩
よ
-
上
部
収
集
塊
岩
と
な
み
､
其
上
部
は
七

十
尺
の
安
山
岩
と
在
る
｡
地
畢

手

玉
尺
は
赫
褐
色
安

山
岩
の
基
塊
岩
贋
破
片
及
砂
質
の
79
の
と
在
っ
て
ゐ
る

箪
七
十
三
故
に
で
も
大
鰭
七
十
五
淡
の
状
態
と
略

1

致
す
る
が
t
.
其
下
底
在
来
岩
が
厚
-
飴
も
七
十
五
批
よ

タ
も
之
が
五
十
尺
飴
79
下
位
に
怒
る
の
で
あ
っ
て
術
下

部
数
次
岩
中
の
砂
岩
が
的
大
小
三
回
混
ず
る
轟
が
異
る

鮎
で
あ
る
｡
然
し
て
第
七
十
三
淡
試
錐
作
業
中
下
部
に

到
る
に
従
S
孔
壁
崩
壊
或
は
迭
水
は
上
昇
せ
ず
全
部
下

底
裂
醇
中
に
遁
逃
せ
る
等
作
業
上
困
難
多

き
等
で
あ
っ

た
0凝

衣
岩
は
細
砂
贋
の
も
の
に
し
て
水
底
沈
積
を
行
S

た
る
如
き
状
の
も
の
或
は
小
角
磯
贋
安
山
岩
又
は
前
掲

閃
緑
岩
質
の
も
の
及
砂
岩
貫
岩
等
の
小
破
片
を
多
数
混

三

七

五
五



地

球

解
二
十

1
牲

ぜ
る
等
の
も
の
で
あ
る
｡
叉
下
部
凝
衣
岩
中
二
三
回
掘

進
せ
る
砂
岩
は
多
-
破
片
状
の
も
の
で
あ
-
､
赤
褐
色

風
化
甚
し
き
も
の
で
あ
る
0

着
の
如

き
種
々
の
革
質
に
壕
カ
で
柱
状
間
を
観
る
ほ

一
敗
本
基

底
解
岩
在
る
も
の
は
二
回
の
過
期
的
噴
出
を

節

四

囲

■一助 7.
(す ｢1

I 守 一 ∴
辛I,ー′二 / 一

l )+

★I

節
三
娩

三
八

五
六

軒
以
.
飴
も
初
期
は
爆
磯
的
活
動
に
初
-
3
郵
水
底
は

沈
積
せ
L
も
の
し
如
-
で
あ
る
が
'
下
部
活
動
期
初
期

に
於
で
地
殻
の
運
動

(第
二
期
噴
火
の
準
備
作
業
?
)

を
79
行
は
れ
断
層
運
動
を
を
し
為
は
産
衣
岩
沈
積
中
は

砂
岩
碑
層
破
片
崩
落
せ
る
も
の
と
患
者
rb
れ
る
も
の
で

あ
っ

て､
前
記
述
べ
た
る
如
-
基
底
熔
岩
流
出
捻
次
地

殻
運

動
の
あ
わ
し
事
を
漁
想
し
た
事
は
此
却
賓
に
依
っ

て
肯
定
ruれ
縛
る
の
で
あ
る
.
飴
も
又
轟
に
述
べ
た
草

出
断
層
の
蓋
然
性
を
も
肯
か
れ
る
と
同
時
は
其
生
成
期

む
も
晴
々
推
察
n
れ
縛
る
事
と
夜
つ
ね
｡
狗
此
断
層
の

北
の
延
長
線
上
粗
石
山
北
兼
斜
面
は
て
逆
断
層
の
存
在

を
漁
想
し
た
が
､
此
地
域
ほ
て
は
､
斜
面
山
麓
地
域
は

於
で
非
常
在
る
砕
屑
岩
堆
積
を
覆
し
籍
は
地
衷
下
地
質

の
状
態
等
を
充
分
観
察
し
稗
ざ
る
有

様

ほ

て
､
斜
面

に
沿
S
砂
岩
或
は
安
山
岩
及
砂
岩
其
他
の
角
機
種
屑
岩

等
の
碇
化
岩
巽
花
と
し
て
撃

止
せ
る
の
み
で
あ
る
が
T

此
附
近
に
於
で
二
三
試
錐
作
兼
を
行
ひ
た
-
L
が
地
下

の
状
藤
に
敵
で
も
複
難
に
し
て
完
垂
在
る
地
下
状
態
を

推
定
も
得
る
に
到
ら
ざ
-
L
も
(
第
七
十
四
･七
十
六
及



第
七
十
七
批
拭
錐
)
第
七
十
七
批
武
錐
の
約
百
四
五
十

尺
下
方
の
斜
面
に
鶴
坑
内
あ
-
､
奥
の
引
立
は
崩
壊
し

不
明
な
る
も
､
洗
口
よ
り
約
五
十
八
程
入
れ
る
地
軸
に

於
で

一
つ
の
断
層
あ
-
走
向
は
北
約
四
十
度
西
､
傾
斜

六
十
度
酉
南
p=tJ殻
め
ら
れ
た
る
が
'
之
は
頂
上
の
柾
化

岩
の
裂
鵬
の
甫
(東
側
落
ち
)
は
封
し
て
は
逆
傾
斜
を
な

す
事
と
在
る
｡
猶
之
よ
少
奥
の
崩
壊
せ
る
状
態
も
或
は

之
等
と
同
様
な
多
数
断
層
存
在
は
よ
る
地
盤
歌
窮
に
原

因
せ
る
も
の
と
推
定
す
る
も
の
で
あ
わ
'
亦
試
錐
の
結

果
が
三
個
所
共
孔
壁
崩
落
及
水
遁
げ
等
に
ょ
る
故
障
多

-
地
下
は
多
数
裂
櫨
の
布
衣
を
暗
示
す
る
も
の
と
推
は

れ
る
｡

節
七
十
六
既
試
錐
の
結
某
を
記
蓮
す
れ
ば
､
地
表
下

六
十
八
は
褐
色
風
化
の
貫
岩
以
下
十
八
基
塊
岩
質
角
磯

岩

｡
琵
岩
井
を
混
ず
散
見
.
そ
れ
よ
わ
貫
岩
よ
わ
砂
岩

に
塵
じ

(
砂
岩
申
屈
豆
状
化
石
印
痕
を
訟
め
ら
れ
此

1

部
は
黄
銭
鰻
に
交
代
さ
る
)
百
六
十
六
尺
に
達
し
叉
以

下
百
九
十
八
迄
は
角
磯
凝
灰
岩
状
貫
岩

･
砂
岩
片
を
混

じ
以
下
二
百
七
十
六
八
迄
は
租
粒
砂
岩
よ
-
砂
嚢
頁
着

衣

滑
北
水
部
に

於
け
る
新
朔
火
山
の
瓶
寮

ほ
漸
移
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ー
以
下
三
宵

〇
五
八
迄
は

叉
角
磯
質
に
軍
じ
下
底
に
於
で
堅
さ

(
柾

化
せ
る
?
)

角
磯
質
岩
に
達
し
で
藩
に
申
止
せ

-
.
斯
-
の
如
-
其

状
態
殆
ど
不
明
に
し
て
､
恐
ら
-
は
之
等
全
て
の
砂
岩
｡

貫
岩
及
角
磯
質
岩
は
前
記
基
底
熔
岩
及
基
底
第
三
紀
層

等
は
断
層
運
動
に
よ
わ
下
方
は
樽
落
せ
る
も
の
ほ
て
'

該
作
業
ほ
て
掘
進
せ
る
地
域
は
其

1
部
を
掘
異
せ
る
ほ

過
ぎ
ざ
る
な
る
べ
-
､
荷
此
作
業
中
に
於
で
も
種
々
故

障
頻
磯
し
馬
に
三
官
尺
飴
ほ
て
中
止
せ
る
有
様
で
あ
っ

た

.新
党
七
十
七
枇
武
錐
は
七
十
六
故
よ
少
北
東
は
約
官

五
十
尺
の
地
瓢
を
大
煙
筒

へ
八
十
度
の
傾
斜
を
以
て
堀

異
し
た
が
､
地
衣
は
前
記
同
様
の
崩
壊
岩
石
在
る
も
漸

次
安
山
岩
中
を
掘
進
し
百
五
十
尺
に
て
突
然
大
在
る
水

週
を
な
し
掘
盤
上
困
難
を
感
じ
た
ヵ
L
が
､
そ
れ
よ
白

魚
は
砂
岩
或
は
碑
層
岩
の
碇
化
背
中
に
掘
進
L
的
官
五

十
尺
を
同
様
岩
石
中
を
掘
進
し
以
下
は
亦
漸
移
的
に
青

緑
色
の
安
山
岩
に
礎
じ
た
み
､
此
際
は
水
遁
其
他
の
故

障
な
し
､
之
･を
案
ず
る
に
試
錐
地
鮎
の
位
置
と
頂
上

｡

三

九

五
七



地

球

節
二
十

一
存

旺
化
岩
裂

醇
の
位
置
及
高
ru等
ほ
よ
か
考

へ
れ
ば
前
記

地
下
の
嚢
楯
は
其
傾
斜
は
間
落
ち
在
る
如
-
､
上
述
蕃

坑
内
の
断
層
と

一
致
す
る
も
の
な
る
を
知
る
も
の
で
あ

っ
て
p
叉
該
斜
面
に
於
で
著
し

い
揮
屑
岩
の
堆
積
及
試

排
紙
基
の
状
態
等
よ
-
推
し

て明
か
は
断
層
の
春
在
を

知
る
と
共
に
之
が
亦
道
断
厨
を
覆
せ
る
事
を
も
断
足
し

縛
る
の
で
あ
る
｡

記
述
が
種
々
混
離
し
て
し
ま
っ
た
が
荷
基
底
熔
岩
は

就

5,で
B
火
丘
及
C
火
丘
下
に
於

で観
察
す
る
必
要
が

あ
る
が
､
現
在
ほ
て
は
未
だ
A
火

丘下
に
於
て
の
み
其

れ
を
教
兄
し
.
B
及
℃
火
丘
下
部
は
放
て
は
其
れ
を
月

夜

い
｡
中
央
の
C
火
丘
下
を
検
査
す
る
ほ
閣
部
基
底
は

直
ち
に
第
三
配
砂
岩
及
貫
岩
等
に
接
し
､
北
｡兼
･商
麓

は
購

い
火
山
灰
及
英
等
の
碑
層
岩
破
片
は
嫉
み
第
三
紀

層
を
被
覆
L
p
基
底
熔
岩
の
露
出
を
磯
見

し
得
ず
｡
又
C

火
丘
は
於
で
79
略
同
戒
の
状
態
に
し
て
'

又
爾
火
丘
悪

の
地
形
を
観
察
す
る
も
第
三
紀
層
は
直
接
新
期
熔
岩
丘

の
下
部
に
在
る
如
-
火
山
衣
質
物
も
共
等
基
底
水
成
岩

の
ケ
ス
タ
を
滞
-
被
以
た
る
を
観
t
A
火
丘
の
如
-
新

攣

二

流

ニ
1.0

五
八

熔
岩
丘
下
は
段
丘
状
地
貌
を
静
め
ら
れ
な

い
革
等
よ
ら

推
察
し
て
､
B
火
丘
及
C
火
丘
下
に
は
何
れ
も
基
底
熔

岩
の
流
出
を
敏
け
る
79
の
と
恩
は
れ
る
の
で
あ
る
｡

上
部
熔
岩
放
火
机
衣
･火
山
野

本
岩
は
桑
に
地
形
概

観
ほ
て
運
べ
た
る
如
-
本
地
方
は
放
て
何
れ
79
最
高
鮎

を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
て
､
A
火
丘
三
角
瓢
は
二
千
四

百
〇
五
八
を
敢
高
鮎
と
し
順
次
南
方
は
其
高
庇
小
と
夜

か
､
B
火
丘
よ
ら
C
火
丘
に
到
る
も
の
で
あ
っ
て
､
遠

望
せ
る
際
何
れ
も
熔
岩
丘
た
る
特
典
の
地
形
を
覆
せ
る

都
は
既
は
述
べ
た
る
如
-
で
あ
る
｡
各
三
火
丘
を
夜
す

熔
岩
に
就

い
て
肉
眼
的
観
察
の
大
鰻
を
述
べ
れ
ば
､

該
岩
石
は
就

い
て
特
に
眼
立
っ
て
特
典
在
る
79
の
は

普
通
膏
練
色
安
山
岩
の
他
は
同

一
石
基
に
し
て
紅
褐
色

の
79
の
を
多
数
春
載
せ
る
を
発
見
す
る
事
で
あ
っ
て
､

金
瓜
石
の
他
の
地
域
の
本
山

･
武
丹
坑
及
基
降
出
等
の

安
山
岩
に
は
絶
対
之
を
親
覆

い
の
で
あ
る
｡
筆
者
は
最

初
草
山
武
錐
現
場
附
近
は
共
を
観
察
せ
L
が
､
漸
次
調

査
進
捗
と
共
に
鵜
母
嶺
方
面
B
火
丘
及
C
火
丘
近
傍
に

於
で
も
多
数
存
在
せ
る
事
を
知
っ
た
の
で
あ
る
｡
而
し



て
該
就
鴇
色
安
:-
岩
と
昔
練
色
安
川
岩
と
を
注
意
し
て

観
察
せ
る
ほ
､
其
石
理

｡
斑
晶
等
の
状
態
は
殆
LbJ
同

1

托
し
て
､
唯
含
有
せ
る
角
閃
石
類
の
色
が
紅
褐
色
在
る

と
昔
線
色
在
る
相
違
を
謁
ひ
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
っ

て
､
大
屯
火
山
嚢
中
の
七
揖
叫
及
沙
帽
出
の
紅
褐
色
安

山
岩
に
務
緋
た
る
も
の
で
あ
る
｡
毒
北
帝
大
市
村
数
按

は
之
等
七
毘
出
熔
岩
を
地
の
含
有
量
に
依
る
着
色
夜
-

(十
こ

と
宿

さ
れ
た
る
も
'
醐

津

教
授
の
角
閃
石
に
封
す
る
加

熱
塵
化
の
研
究
報
菅
は
筆
者
に
多
大
在
る
ヒ
ン
ト
を
輿

え
ら
れ
た
｡
そ
し
て
筆
者
が
本
地
域
に
放
て
新
期
火
山

噴
出
作
用
の
あ
わ
し
事
を
考

へ
ね
の
も
此
岩
石
磯
見
に

其
端
緒
を
覆
す
79
の
で
あ
る
｡

即
ち
博
士
の
葉
蘭
に
依
れ
ば
練
色
角
閃
石
は
七
官
五

十
度
乃
至
入
官
庇
内
外
の
加
熱
に
櫨
-
て
紅
褐
色
角
閃

石
の
壁
戒
を
腕
め
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
｡
又
本
地
域

A
火
丘
下
の
基
底
熔
岩
中
に
は
多
数
の

α
石
英
斑
晶
あ

る
も
P
新
期
火
丘
の
熔
岩
中
に
は
そ
れ
ら
し

き
石
英
斑

晶
多
数
散
見
す
る
も

α
石
英
の
完
金
在
る
結
晶
型
を
見

ず

一
部
融
蝕
作
用
を
受
け
72
る
如
-
観
察
さ
れ
､
亦
紅

礎
滞
北
米
に
於
け
る
新
拙
火
山
の
推
察

褐
色
岩
と
舗
紋
色
安
川
岩
と
は
場
合
に
よ
-
混
和
状
態

を
な
せ
る
等
､
猶
又
岩
石
石
基
中
間

童々

隙
を
塵
じ
､
蒋

熔
融
を
う
け
た
る
も
の
等
を
観
察
し
解
る
の
で
あ
る
｡

故
に
此
紅
褐
色
安
山
岩
は
育
線
色
安
山
岩
よ
-
塵
化
せ

る
二
次
的
爆
敬
等
の
原
閲
に
疲
れ
る
事
を
像
期
し
っ
J

調
査
作
業
を
な
し
つ
㌧
あ
っ
た
｡
故
は
二
次
噴
出
作
用

に
仲
ふ
爆
裂
火
口
及
火
山
弗
等
の
雅
兄
に
努
め
つ
ゝ
あ

っ
た
｡
串
弘
に
も
其
聾
は
酬
以
ら
れ
脚
下
に
は
無
数
の

火
山
韓
の
散
布
さ
れ
ゐ
る
事
を
も
知
っ
た
｡
飴
し
其
多

-
は
澱
早
表
面
風
化
は
Ji.つ
て
除
去
ruれ
僅
か
に
其
形

骸
を
残
す
に
止
ま
る
の
で
あ
っ
て
'
紡
錘
状
極
右
の
多

-
は
其
遺
骸
で
あ
る
｡
柿
に
最
近
迄
未
土
中
は
あ
与
で

そ
れ
が
硬

い
浬
の
流
水
に
洗
推
n
れ
た
る
場
食
は
比
較

的
新
鮮
な
る
形
を
有
せ
る
も
の
を
採
取
し
縛
る
の
で
あ

る
｡
筆
者
が
七
十
五
貌
試
錐
現
場
附
近
の
津
に
て
採
取

せ
し
紅
褐
色
安
山
岩
破
片
は
､
好
-
静
時
の
有
様
を
想

像
し
縛
ら
れ
る
程
の
も
の
で
あ
る
｡
標
本
は
助
健
形
を

横
断
せ
る
破
片
に
し
て
其
破
片
の
長
さ
は
紡
錘
形
の
横

幅

む
表
し
約
六
十
五
粍
堅
不
し
､
其
長
押
を
想
像
す
れ

三
l

五
九



_

韓

鱒
二
十

一
●

ば
怒
ら
-
十
五
･
六
肯
位
も
あ
ら
う
と
息
は
れ
る
も
の

欝
三
義

】TtM
ー

大
0

ほ
て
石

基

は
金
糧
紅
祐
色
に
て
虹

袖
色
の
角
g
石

･
義

母
等
A
J払
め
ら
れ
､
輯
出
に
幣
し

て表
面
は
多
少
熔
融

n
れ
'
撫
出
と

同
時
_こ
急
冷
_
･･t
る
克
斯
放
出
-こ
1
4

て
表
面
は
亀
甲
型
亀
裂
と
生
じ
'
亦
小
突
起
無
数
は
存

し
､
断
面
托
於
で
も
表
皮
▲
4
約
二
糎
迄
は
九
泉
な
る

石
基
を
な
し
､
･漸
次
内
部
に
重
さ
畿
車
質
と
な
る
儀
状

瀬
は
明
か
_こ
火
山
弾
の
型
式
と

具
へ
た
る
暮
AJ知
る
も

の
で
あ
る
0

諌
火
山
弾
に
ょ
A
推
定
す
る
_こ
其
吹
出
活
動
状
態
-

比
較
的
低
温
-こ
し
て
'
熱
も
第

7
期
の
基
底
塔
君
噴
出

後
'
共
熔
岩
類
は
殆
ど
耗
何
欺
感
は
近
づ
き

た

る
時

もこ
'
地
下
水
蒸
気
の
爆
発
作
用
等
_こ
1
4
急
劇
な
る
爆

発
に
1
4
活
動
せ
る
も
の
J
如
-
思
考
さ
れ
る
｡
食
之

等
薪
期
火
丘
と
な
す
安
山
岩
の
1
例
と
し
て
鶴
母
嶺
打

て
凍
取
せ
し
安
山
岩
片
と
之
と
封
此
す
べ
き
基
底
蜂
肴

_こ
載
似
せ
る
と
考

へ
ら
る
'
粗
石
山

･
牛
平
山
の
綿
に

て凍
取
せ
し
札
斑
点
の
安
山
岩
二
壇
と
泉
石

山
西
湊

(
俗
は
五
境
津
)中
書こ
於
て
岩
厳
を
な
せ
る
徹
杏
賓
濃
色

/

岩
(
石
英
斑
点
あ
A

)と
A
J分
析
せ
る
植
集
を
見
る
は
､
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〇
%

二
〇
｡
八
〇

四
｡
五
二

〇
｡
二
〇

六
･
二
克

二
｡
九
六

鵜

付

根

六

五

･
二

五
%

二
〇
〇
二
〇

五
｡
四
〇

〇
｡
二
七

七
ェ

六

T

〇
五

(
加

取
｡常連
ハ
未
槍
走
)

着
の
如
-
何
れ
79
非
常
に
珪
酸
畳
大
は
し
て
､
只

一

の
も
の
に
此
し
二
は
僅
か
は
珪
酸
分
僅
少
に
し
て
第

l

/し

酸
化
餓
及
筋
二
酸
蛾
が
反
対
に
多

い
春
慶
の
相
違
で
あ

っ
て
殆
ど
挺
化
を
認
め
難

5,.
貼
る
ほ
釣
母
崩
安
山
岩

轟
樹
北
東
部
に
於
け
る
新
期
火
山
の
瓢
察

と
粗
石
山
閣
張
の
安
山
岩
岩
脈
と
は
殆
ど
其
相
違
瓢
を

離
め
ら
れ
ず
､
只
岩
脈
中
石
衣
の
蔑
分
多

い
事
は
岩
石

の
畢
生
作
用
を
受
け
た
る
を
知
る
も
の
で
あ
る
｡

お
同
様
の
操
作
を
本
山

･
基
陰
山
及
武
丹
坑
等
の
安

山
岩
に
於
で
も
行

へ
ば
静
麻
賓
在
る
推
定
を
覆
し
縛
る

79
現
在
は

之を
な
し
得
を

5,番
は
退
城
で
あ
る
.
之
に

櫨
っ
て
も
上
記
の
火
山
噴
出
機
構
の
像
憩
は
略
骨
髄
る

も
の
で
あ
っ
て
t
A
火
丘
及
B

･
C
各
火
丘
の
新
期
熔

岩
は
地
下
深

所の
新
分
化
岩
盤
の
上
昇
に
あ
ら
ず
し
て

寧
ろ
地
下
近
さ
鮎
に
凝
固
し
っ
ゝ
あ
っ
た
以
前
の
岩
壁

が
噴
出
し
カ

と
推
定
し
縛
る
も
の
で
あ
わ
.
又
粗
石
山

光
北
斜
面
下
よ
り
北
に
中
卒
山
西
側
よ
身
長
仁
坑
に
到

る
岩
脈
の
噴
出
も
革
山
方
面
に
放
け
る
A
｡
B
･C
各
火

丘
熔
岩
の
流
出
と
略
同
時
期
の
も
の
で
あ
っ
て
､本
山
｡

武
丹
批

･
基
陰
山
の
各
安
山
岩
と
は
其
時
期
を
異
ほ
し

新
期
の
注
入
な
る
事
態
も
考

へ
得
る
の
で
あ
る
｡
第

一

長
仁
及
筋
三

･
亀
魂
及
草
平
山
鍍
床
の
生
成
は
少
け
を

-
79
該
岩
脈
逆
人
に
因
果
鋼
係
の
春
す
る
事
は
種
々
の

革
賓
に
ょ
少
明
か
で
あ
る
が
､
そ
れ
は
本
文
に
記
述
す

三
三

六

1



地

球

第
二
十
1
谷

る
部
は
避
け
AJ
い
｡

A
｡B
･C
各
火
丘
安
山
岩
を
野
外
は
於
で
採
取
鑑
定

を
行
A
に
其
石
基
は
肉
眼
的
ほ
は
殆
ど
礎
化
む
認
め
ら

れ
な

い
が
､
只
石
基
中
に
角
閃
石
雲
母
等
の
斑
晶
が
A

よ
-
B
｡
C
火
丘

へ
と
漸
次
小
n
-
を
-
､
其
岩
石
各

憎
の
色
は
放
て
も
淡
色
よ
少
順
次
淡
色

へ
と
漸
移
せ
る

加
-
戚
ぜ
ら
れ
､
又
石
基
中
の
斜
長
石
の
状
態
を
見
る

ほ
A
火
丘
安
山
岩
ほ
て
は
殆
ど
全
て
乳
白
色
化
し
長
石

の
巣
箱
構
造
等
は
見
ら
れ
ざ
る
も
､
Fq
･
C
火
丘
安
山

岩
は
到
わ
で
は
斜
長
石
の
新
鮮
在
る
典
雅
構
造
と
観
察

n
れ
得
る
の
で
あ
る
｡
勿
論
之
は
其
れ
等
岩
石
附
近
ほ

於
け
る
鉱
床
佳
戒
の
有
無
は
左
右
ru
れ
る
事
大
で
あ
る

か
ら
必
ず
し
も
之
に
よ
少
該
岩
石
の
新
嘗
を
云

々
す
る

事
は
出
寒
村
な

い
が
.
地
形
上
及
各
火
丘
周
囲
に
於
け

る
火
山
抽
出
物
の
火
山
表
皮
碑
屑
岩
片
の
分
布
の
多
少

は
(
火
山
噴
揖
後
の
侵
蝕
作
用
の
新
嘗
は
よ
る
)
一
面
又

各
火
丘
噴
出
の
新
曹
h
t物
語
る
傍
雷
と
も
な
み
縛
る
も

の
で
あ
っ
て
､
此
鮎
よ
カ
推
定
し
て
A
｡
B
｡C
の
噴
出

順
位
と
在
る
事
を
恩
は
し
ひ
る
の
で
あ
る
｡

解
三
娩

三

四

六
二

衝
此
他
各
火
丘
掴
出
熔
岩
中
に
二

二
二
異
在
る
岩
石

の
破
片
を
捕
獲
包
碁
せ
る
非
を
認
め
ら
れ
､
柿
に
は
貫

岩
片
･S
あ
少
大
部
分
は
火
成
岩
に
し
て
､
之
等
は
殆
ど

倣
晶
質
に
し

て､
肉
眼
的
ほ
其
れ
を
鑑
定
し
得
る
79
の

少
-
夜
-
.
只
練
色
倣
晶
質
破
片
は
既
述
の
革
山
五
坑

内
の
閑
純
岩
質
片
は
鞄
似
せ
る
も
の
あ
-
｡
上
記
各
安

山
岩
の
貫
入
噴
出
の
途
中
斯
る
物
質
を
捕
獲
包
嚢
せ
し

事
を
推
定
し
得
る
｡
敢
下
底
は
於
け
る
角
磯
集
魂
岩
繋

凝
次
岩
中
之
と
周
蔵
な
る
岩
片
多
数
寵
め
ら
れ
､
亦
砂

岩

｡
貫
岩
の
角
機
存
在
せ
る
事
は
即
ち
初
期
噴
出
の
地

殻
爆
破
の
際
の
碑
層
岩
た
る
事
を
考

へ
ら
る
｡

-
桑
に
記
述
せ
し
紅
褐
色
安
山
岩
は

1･舷
に
地
表
近

さ

分
布
状
態
を

ホ
し
､
二
次
的
噴
火
即
爆
番
作
用
等
の
宥

は
れ
た
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
に
て
p
果
し
て
其
遺
物

煎
る
爆
裂
火
口
の
存
在
せ
る
か
否
か
を
筆
者
は
前
記
紅

褐
色
安
山
岩
抽
出
物
と
踊
連
し
て
各
方
面
の
探
査
観
察

を
怠
ら
夜
か
つ
ね
｡

A
｡Eq
･C
各
火
丘
は
未
だ
極
め
て
新
期
の
生
成
型
態

を
示
し
､
何
れ
も
-
ロ
イ
ヂ
型
火
丘
を
覆
し
て
ゐ
る
も

.1
11
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の
で
あ
っ
て
､
未
だ
其
斜
面
に
は
著
し

い
侵
蝕
破
壊
の

跡
を
見
覆

い
の
で
あ
る
｡
故
に
該
斜
面
に
於
て
二
次
的

鼻
動
の
あ
る
場
合
に
は
､
直
ち
に
其
れ
を
指
摘
し
縛
る

筈
で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
斯
る
斜
面
上
は
於
で
政
も
危

険
在
る
誤
ら
易
-
混
同
し
て
観
察
す
る
地
形
は
p
地
た

み
と
爆
裂
火
口
の
馬
蹄
型
地
形
で
あ
る
事
は

(I.
1野

間
班

撃
士
に
ょ
っ
て
教
示
rb
れ
ね
革
で
あ
る
｡
故
に
筆
者
は

此
場
合
最
も
洗
悪
性
-
観
察
散
在
し
た
つ
も
-1
で
あ
る

特
に
金
瓜
石
地
域
に
は
多
-
の
山
崩
れ
地
,u
O
を
観
る

凝
ほ

て'
各
地
に
地
,u
地
形
を
観
察
し
縛
る
所
で
あ
る

故
に

又其
れ
と
比
較
研
究
す
る
事
も
好
都
合
で
あ
る
.

一
般
本
地
域
の
水
成
岩
は
砂
岩
及
買
岩
の
互
暦
を
な
し

其
傾
斜
面
は
滑
ふ
地
,u
-
と
傾
斜
は
甫
角
の
方
向
に
,u

る
も
の
と
の
二
様
を
考

へ
ら
れ
'
前
者
の
場
合
は
浅

い

爪
状
凹
部
を
作
-
､
多
-
泥
き
馬
蹄
形
を
作
ら
ず
.
後

者
の
場
合
は
地
層
砂
岩

･
貫
岩
の
瓦
静
を
な
す
馬
其
虞

に
起
れ
る
地
,ご
み
は
地
層
枕
歌
に
左
右
さ
れ
て
階
段
状

を
量
L
t
馬
蹄
聖
地
､u
-
地
形
を
な
さ
氾
卦
を
普
通
と

す
る
.
斯
-
他
の
地
域
の
地
､3,号
地
形
を
研
究
し
､
而
し

姦
醗
北
氷
に
於
け
る
新
捌
火
=P
の
靭
寮

七
本
火
丘
斜
面
上
を
観
察
せ
る
ほ
､
其
塵
に
は
著
し

い

数
個
の
馬
蹄
聖
閏
部
を
組
め
縛
る
の
で
あ
る
｡
貼
れ
ど

も
地
形
的
は
寵
め
ら
れ
た
る
該
四
部
は
今

l
魔
充
分
怒

る
地
質
的
観
察
を
婁
す
る
革
で
あ
る
が
'
該
凹
底
部
観

察
は
､
敢
早
塗
し
-
し
て
其
後
の
堆
積
物
に
よ
-
埋
め

ら
れ
爆
敬
的
な
澄
渡
を
知
る
ほ
由
覆

い
事
で
あ
る
が
'

只
底
部
附
近
及
其
前
方
附
近
ほ
於
で
､
前
記
紅
褐
色
安

山
岩
の
火
山
押
及
抽
出
破
片
む
多
数
堆
積
せ
る
恕
散
見

L
t
又
其
火
口
の
位
置
は
必
ず
新
期
熔
岩
の
脚
部
附
近

(A
火
丘
は
魔
底
熔
岩
に
按
す
る
瓢
､
B
火
丘
は
基
底
第

三
紀
層
に
接
す
る
鮎
)
に
必
ず
存
在
せ
る
事
は
'
二
次

噴
出
は
際
す
る
放
射
所
在
る
鮎
を
求
め
蒸
気
上
身
せ
る

葦
を
思
考
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
､
之
等
二
個
の
事
賓

は
'
恐
ら
-
爆
裂
火
口
の
春
立
を
肯
定
せ
し
ひ
る
も
の

で
あ
ら
う
｡
第
七
十
五
放
試
錐

･
第
七
十
九
淡
試
郵
及

姉
八
十
挽
試
錐
の
地
表
郵
相
層
(
紅
褐
色
安
山
岩
)井
は

其
北
方
斜
面
の
馬
蹄
型
凹
部
の
爆
裂
火
口
よ
-
抽
出

ru

れ
た
る
岩
片
在
る
を
首
肯
し
縛
る
｡

A
火
丘
ほ
て
は
北
部
よ
-
酉
南
方
に
火
丘
斜
面
を
墳

一
二
忘

六
三



地

球

妨

二
十

一
食

-
て
四
桐
を
認
め
.
丑
火
丘
で
は
其
北
酉
部
に
完
全
在

る
型
態
の
も
の
と
東
南
部
は
精
々
明
瞭
な
る
火
口
を
観

め
ら
れ
何
れ
も
各
前
方
斜
面
に
は
齢
三
配
静
を
被
擾
し

て
火
山
抽
出
物
を
多
量
散
在
す
る
｡
C
火
丘
は
於
で
は

四
周
多
量
の
火
山
次
を
見
る
も
未
だ
完
金
在
る
爆
裂
火

口
ら
し
F
Jも
の
を
私
め
串
を

い
｡

火
山
次
質
物
の
分
布
状
況
を
観
る
ほ

1
枚
各
火
丘
の

周
囲
は
其
れ
を
観
察
す
る
が
､
A
火
丘
ほ
て
は

一
般
的

で
在
-
多
-
前
述
の
爆
裂
火
口
附
鑑
は
堆
積
n
れ
､
B

火
丘
ほ
て
も
其
北
西
部
は
基
底
の
箪
三
配
暦
は
購
-
露

出
し
牝
囲
火
口
の
前
方
よ
カ
漸
次
西
南
斜
面
に
於

い
て

可
成
購
-
分
布
し
､
其
末
端
は
石
罫
演
谷
底
は
達
し
､

を
れ
よ
み
南
方
は
殆
ど
安
山
友
質
物
堆
積
に
接
カ
'
基

底
の
水
成
岩
を
披
覆
し
､
唯
僅
か
に
新
期
侵
蝕
河
流
谷

壁
は
基
底
水
成
岩
の
露
出
を
見
ら
れ
t
c
火
丘
の
筒
方

斜
面
に
は
又

1
暦
横
大
在
る
表
層
被
覆
分
布
し
､
丘
麓

よ
み
南
方
に
遠
-
双
演
盆
地
附
鑑
に
到
る
間
紅
褐
色
及

紅
褐
緑
色
の
次
質
物
堆
積
し
､
雨
期
の
通
行
困
難
を
戚

ぜ
し
む
｡
此
中
に
79
亦
紅
褐
色
安
山
岩
破
片
を
多
数
静

節
三
排

景

山
ハ

六
凹

め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
で
､
斜
面
の
殆
ど
各
部
を
埋
め
僅

か
は
若
い
谷
洗
底
部
に
水
成
岩
の
露
班
せ
る
む
関
々
見

ら
れ
る
程
度
ほ
て
､
其
れ
よ
み
東
方
を
観
る
ほ
苗
に
も

基
底
三
和
暦
の
ケ
メ
タ
地
形
の
表
面
は
等
し
-
火
山
衣

及
破
片
の
堆
積
を
児
p
漸
次
北
部
に
到
-
､
火
山
灰
に
よ

る
被
覆
両
は
小
と
夜
カ
1
部
山
頂
部
僅
少
な
る
置
域
か

或
は
火
丘
に
近
接
せ
る
地
域
に
僅
か
に
観
ら
れ
る
の
で

あ
る
｡
之
等
火
山
次
中
安
山
岩
吸
璃
片
の
他
に

一
種
特

異
在
る
破
片
岩
の
堆
積
を
観
察
し
縛
る
も
の
で
あ
っ
て

C
火
丘
の
西
斜
面
を
覆
す
火
山
炭
層
の

一
群
の
堆
積
物

中
著
し
-
赫
褐
色
を
帯
び
た
る
砂
質
問
型
物
及
其
れ
等

の
破
壊
に
よ
み
塵
成
さ
れ
た
る
砂
の
多
畳
む
見
る
が
之

も
肉
眼
の
み
の
鑑
定
在
る
が
､
水
成
岩
質
の
砂
岩
質
物

の
加
熱
に
依
る
生
成
な
ら
A
と
考

へ
る
も
の
ほ
て
､
本

地
方
砂
岩
は
極
め

て鴻
源
性
堆
積
ほ
て
初
生
岩
中
和
曹

多
畳
の
蛾
分
含
有
n
れ
居
る
結
果
火
山
爆
磯
は
よ
少
加

熱
rh
れ
た
る
時
斯
る
状
感
に
担
す
る
も
の
と
思
考
n
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
'
該
物
質
も
如
上
の
柑
由
は
よ
-
之

等
火
丘
生
成
砂
田時
共
に
抽
出
n
れ
た
る
も
の
と
推
考
す

.
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る
も
の
で
あ
る
〇

五
､
火
山
噴
出
と
地
殻
運
動

上
氷
述
べ
凍
-
た
る
如
-
本
地
域
の
火
山
噴
出
は
比

較
的
新
規
の
活
動
で
あ
っ
て
'
其
基
底
第
三
紀
層
地
質

の
状
態
等
ほ
依
つ
lyJ
略
其
活
動
期
に
放
け
る
状
態
を
79

察
し
得
る
｡
即
A
火
丘
下
に
於
で
は
基
底
安
山
岩
の
熔

岩
を
流
し
.
其
初
期
は
凝
灰
岩
を
水
中
沈
積
な
行
払
た

る
を
知
っ
た
､
飴
も
其
下
底
の
状
態
は
路
地
静
の
向
斜

状
凹
地
に
暁
出
し
た
革
も
判
定
し
称
る
79
の
で
あ
っ
て

大
磯
現
在
の
水
成
岩
暦
の
配
置
と
略
々
同
様
在
状
態

を

在
し
っ
ゝ
あ
る
時
の
活
動
で
あ
わ
､
A
火
丘
基
底
熔
岩

噴
出
中
漸
次
地
盤
が
上
昇
し
っ
ゝ
金
-
現
状
地
形
に
近

づ
-
頃
'
そ
れ
は
地
質
時
代
の
証

新
期
の
時
代
は
於
て

庸
新
期
火
丘
は
貫
入
噴
出
せ
る
を
推
定
せ
し
め
る
｡
北

勢
演
の
上
流
よ
カ
中
流
は
於
で
稀
完
全
に
近

い
河
段
丘

を
屡
々
認
め
得
る
が
､
此
段
丘
を
作
る
多
-
の
材
料
は

音
純
色
乃
至
紅
褐
色
の
安
山
岩
磯
と
水
成
岩
磯
は
痩

身

在
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
､
該
段
丘
は
海
岸
に
放
け
る

(茄
)(六
)

嘗
期
海
蝕
段
丘
(
.B
新
期
､
基
幣
の
所
謂
基
地
磯
暦
)
紘

茶
粥
北
淡
に
於
け
る
新
剤
火
山
の
臓
器

連
覇
ru
れ
屠
-
､
少
け
夜
-
も
A
火
丘
活
動
の
最
大
在

る
時
期
で
あ

っ
た
と
恩
は
れ
る
｡
そ
れ
よ
-
相
地
盤
は

隆
起
運
動
な
行
以
殆
ど
現
状
の
地
形
が
形
威
さ
れ
て
よ

-
B
火
丘
及
C
火
丘
は
現
在
の
地
層
背
斜
上
の
窮
所
を

突

い
て
噴
出
さ
れ
､
火
山
炭
質
抽
出
物
は
ケ
ス
タ
の
上

部
に
薄
-
被
覆
し
な
の
で
あ
ら
う
｡
斯
-
て
活
動
の
終

末
期
に
到
-,L
最
後
の
活
動
飴
蟻
は
爆
裂
的
活
動
と
し

て

A
及
B
火
丘
の
基
底
近

い
窮
鮎
,<LJ破
-
逃
出
せ
し
も

の

で
あ

る
｡
B
及
C
火
丘
下
に
水
中
噴
出
の
驚
左
h
t畢
げ

碍
覆

い
革
は
斯
る
活
動
状
況
を
量
せ
る
籍
で
あ
る
と
考

(十
三
)

へ
る
も
の
で
あ
る
｡
丹
珊
撃
士
は
由
れ
ば
大
屯
火
山
及

観
音
山
火
山
の
噴
出
時
期
を
所
謂
基
地
激
暦
の
A
累
暦

以
後
の
活
動
在
る
事
を
認
め
ら
れ
ね
が
､
本
地
域
に
於

け
る
各
火
丘
も
亦
略
々
其
れ
と
同
期
の
噴
出
は
係
る
79

の
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
ゐ
る

(ん
火
丘
の
基
底
熔
岩

の
み
は
少
け
な
-
も
鮮
新
期
後
の
更
新
期
基
地
激
暦
の

時
代
よ
-
其
端
を
聴
せ
し
串
は
考

へ
て
ゐ
る
)
0

故
に
全
般
的
に
考
察
す
れ
ば
､
駈
新
制
よ
カ
恐
ら
-

(也
)

は
現
世
期
の
所
謂
裾
礁
刑
瑚
圏
の
時
代
に
到
る
迄
も
活

薫

七

六
五



地

球

節
二
十
t
令

動
し
っ
ゝ
あ
っ
た
事
を
考

へ
る
も
の
で
あ
-1
'
金
瓜
石

の
他
の
安
山
岩
塊
よ
-
は
荷
新
期
在
る
罫
は
断
言
し
得

る
も
の
で
あ
る

(金
瓜
石
蔚
山
の
他
の
安
山
岩
類
は
右

の
推
論
よ
り
す
れ
ば
更
新
期
以
前
鮮
新
期
の
終
末
に
於

け
る
噴
出
で
あ
る
事
を
考

へ
ら
れ
る
)

.

本
地
方

一
般
の
地
質
構
造
は
前
に
も
少
し
-
触
れ
た

る
如
-

一
般
に
地
層
走
向
は
北
東
南
西
性
で

(
1
部
西

方
地
域
は
複
離
な
る
構
造
を
な
す
が
)
'其
れ
は
叉
北
部

は

一
つ
の
向
斜
軸

(
之
に
は
A
火
丘
噴
出
)
と
南
部
に

背
斜
の
朝
む
な
し
此
の
閣
万
端
は
武
丹
洗
地
塊
は
接
し

て

一
つ
の
ド
ー

ム
状
構
造
を
覆
し
.
此
の
略
中
心
部
は

B
及
C
の
丘
火
噴
出
す
の
で
あ
っ

て'
各
三
火
丘
は
略

南
北
は
遵
摸
せ
る
如
-
観
ら
れ
る
が
.
其
岩
壁
連
出
を

を
せ
し
裂
値
の
方
向
は
南
北
性
に
あ
ら
ず
し
て
t
や
は

み
地
暦
走
向
の
方
向
往
生
ぜ
る
裂
線
の
生
成
は
該
火
山

噴
出
の
最
大
因
で
あ
ら
ぬ
ば
在
ら
な

い
｡
前
に
も
屡
々

暗
示
せ
る
如
-
A
火
丘
噴
出
に
は
武
丹
珠
演
断
層
と
し

て
北
は
北
勢
競
演
に
引
-
縦
の
裂
線
あ
-
之
に
貫
入
せ

し
非
は
明
か
に
し
て
､
A
火
丘
･闇
密
の
七
十
九
鋭
試
錐

節
三
助

三

八

六
六

の
基
部
安
山
岩
中
の
薯
坑
内
鋤
脈
は
北
東
1

商
圏
性
裂

値
を
充
填
せ
L
も
の
け
て
､
後
火
山
作
用
ほ
て
も
斯
-

同

一
線
上
を
上
昇
せ
L
も
の
け
て
､
火
山
活
動
初
期
よ

-
斯
-
因
縁
付
け
ら
れ
た
る
を
思
考
さ
れ
る
｡
丑
火
丘

及
C
火
丘
は
義
肢
第
三
紀
層
の
地
質
構
造
よ
-
推
し
て

亦
其
西
部
武
丹
洗
地
塊
と
の
桂
禍
魔
迫
n
れ
た
る
結
果

地
層
が
局
部
的
に
著
し
-
摺
曲
さ
れ
､
蓬
に
其
頂
鮎
は

鍋
鹿
を
作
し
地
下
岩
壁
は
之
を
貫
入
連
出
せ
し
事
と
考

察
ruれ
､
革
山
断
層
系
は
之
等
各
火
丘
岩
梁
の
地
下
貫

入
と
粗
石
山

･
牛
革
川
西
側
の
南
北
性
岩
脈
の
岩
壁
貫

入
等
ほ
依
み
て
､
其
生
成
の
起
因
を
覆
せ
し
も
の
と
思

考
n
れ
村
る
も
の
で
あ
る
｡
恐
ら
-
は
本
山
枕
木
鏑
を

な
せ
る
長
大
な
る
安
山
岩
中
の
錬
床
裂
櫨
の
生
成
も
之

に
起
因
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
聾
者
は
想
像
す
る
79
の

で
あ
る
｡

地
形
の
葦
は
於
で
北
部

一
般
に
隆
起
畳
大
な
る
事
を

述
べ
ね
が
､
之
等
火
丘
中
A
火
丘
の
岩
壁
が
其
敢
初
期

に
地
下
貫
入
を
行
以
た
る
事
を
考

へ
れ
ば
'
或
は
本
地

域
の
隆
起
運
動
の

一
部
は
之
等
岩
粟
の
賞
八
が
原
因
せ



る
却
を
も
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
〇

六
､
結

論

上
述
の

各

軍

を

婆
的

す

れ

ば
､

B

地
形
上
本
地
域
に
放
て
新
期
火
山
を
観
察
し
縛

る
事
｡

こ

基
盤
地
質
は
若

き
第
三
紀
層
中
の
鮮
新
期
に
L

JJ
､三

共
等
基
盤
優
上
ト
ロ
イ
デ
聖
火
丘
を
噴
出
し
､

其
岩
石
観
察
に
於
で
も
二
次
的
加
熱
作
用
を
受
け
た
る

形
跡
を
有
L
t
然
7?
術
火
山
弾
及
火
山
次
等
の
爆
聴
抽

出
物
嚢
の
春
在

を
背
走
L
t
文
政
後
の
火
山
活
動
遺
物

た
る
山
側
に
於
け
る
爆
裂
火
口
の
存
在
を
静
め
た
る
事

四

其
時
代
的
考
察
に
放
て
79
金
瓜
石
中
､
他
の
安

山
岩
塊
よ
少
は
著
し
-
若

い
時
代
の
更
新
期
以
後
の
生

成
在
る
事
を
知
っ
た
｡

五

本
地
域
に
於
け
る
敢
近
の
地
殻
運
動
は
相
督
な

る
開
通
を
有
し
.
敢
近
の
隆
起
運
動
に
も
闘
射
せ
し
事

を
考

へ
.
獅
引

い
て
は
金
瓜
石
鎚
山
鮎
床
庄
園
上

.L
部

組
通
せ
し
事
を
橡
想
し
た
｡

鮎
関
北
兜
に
於
け
る
新
期
火
山
の
槻
娯

本
文
は
昭
和
六
年
十
二
月
金
瓜
石
鰻
山
武
錐
係
に
劫

洛
中
､
作
業
の
飴
服
に
79
の
せ
L
も
の
け
で
未
だ
完
成

は
到
ら
ざ
る
も
の
を
-
L
が
､
都
合
上
中
絶
せ
し
馬
敢

近
之
を
補
足
訂
正
し
此
塵
に
小
文
を
革
し
た
次
第
で
あ

っ
て
'
自
分
夜
が
ら
不
満
の
鮎
多
々
あ
れ
ど
も
､
大
髄

新
期
火
山
観
察
の
鮎
に
於
で
大
し
た
誤
-
の
夜

い
事
は

確
信
し
得
る
の
で
之
だ
け
で
も
規
木
に
な
す
事
は
磯
念

と
忠
弘
､
此
虞
は
不
備
不
完
を
も
省
み
ず
聴
衆
す
る
次

第
で
あ
る
が
､
各
方
面
先
非
の
御
重
改
む
碍
ば
串
で
あ

る
0

(昭
利

八
咋
工

1月
廿
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日
桐
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J
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益
田
北
朝
鉄
蹄
糊
及

同
視
朋
輩

(

大
工

五
)

誠
閑
地
が
助
産
同
視

別
辞

(

明
･
凹

こ

稔
瓜
石
鋭
川
地
就
榊

(
赦
帆
布
秋
山
所
載
)

企
瓜
石
附
辻
地
別
粒
状
阿
(
金
瓜
石
錬
山
所
蹴
)

端
滑
珊
瑚
石
火
山賀
地
撰
郁
誌
｡
昭
･
tt)

拭
田
に
於
け
る
琉
球
石
衣
山方
の
恰
位
と
地
形
に
就

い
て
(地
政
撰
評
輸
･
帽
エ
ハ
)

姦
潤
に
於
け
る
隆
起
珊
瑚

机
に
就

い
て

(
地
那
串

評
論
や
昭
エ
ハ
)

二
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門
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終
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有
孔
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朔
(
砦
改
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)

糸
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石
地
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地
鑑
銃
床
調
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文

(
企
瓜
石
故
山

桝

叔
)

枇
掃
射
石
鈍
物
撰

(
昭
ユ
ニ
)

敗
色
角
閃
石
よ
り
褐
色
角
閃
石
(
の
擾
化
に
紺
す

る
研
究
綾
部
(
地
球
｡
帽
･
H
)

飾
三
雄

ー
h一

十二

本
間
不
二
皿
,T.

芸

丹
粍
之
助

三

〇

六
八

山
脇
れ
及
地
､に
り
特
性
と
,Ih
i
認
嬰
性

(
地
球
｡
咽
エ
l)

搬
菅
山
の
境
川
期
と
姦
地
顔
暦
(
英
樹
地
勢
記
事
｡

昭
｡
八
)

他

界

戦

後

の

地

名

考

オ
ル
バ
芸
(A
lb
a
n
y
)
｡

北
米
令
衆
図

こ
ユ
･
m
I
ク

州
の
首
府
｡
'1
ド
ソ

ン
(H
u
ds
o
n
)
河
の
酉
河
岸
は
あ

･Q
､

こ
ク
｡
ヨ
ー
ク
苗
(
N
e
w

Y

ork
Cit
y)
の
北

一
四

五
哩
の
虞
に
あ
る
｡
糞
婆
を

る
産
業
通

商
の
中
心
地
で

あ
っ
て
数
種
の
大
製
造
場
を
有
す
O
イ
ー
リ
(E
rie)
河

及
び
シ
ャ
ヤ

ン
ブ

レ
ー

ン
運
河

(C
ham
plai
n
C
a
n
al
s
)

に
ょ
つ

て水
利
の
優
を
有
し
且
つ
蛾
道
の
優
が
あ

る
｡

州
講
蔀

柴が
あ
-
市
公
食
堂
が
あ
る
｡
二
つ
の
伽
藍
が

瀧

ノ

洩

1

あ
わ
博
物
館
大
撃
及
び
譜
撃
枚
が
あ
Q
.｡
人
口
約
十

一

常
八
千
｡

以
前
は
和
蘭
の
殖
民
地
で
あ
っ
た
が

一
六
六
四
年
共

闘
に
割
譲
n
れ
Lで
ヨ
ー
ク
及
び
オ
ル
バ
ニ
太
公
(D
u
k
e

of
Y
ork

a
nd

At
bany

)

の
名
に
よ
っ
て
附
名
さ
れ

た
0
乙
の
太
公
は
後
は
ゼ

-

ム
ス
(J
am
es)
二
世
と
在

ら
れ
て
市
は

一
六
八
六
年
に
は
市
と

し
て
の
特
許
状
を

典

へ
ら
れ

一
七
九
七
年
に
州
の
首
府
と
な
っ
た
｡

1
七


